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FWL定理より、(2.56)式の回帰残差と (2.57)式の回帰残差は計算上同一になる。いま、(2.57)
式における βのOLS推定量を β̃、OLS残差を ũであらわすと、

ũ ≡ M ty − M tXβ̃

(2.56)式の t番目の回帰残差は ũtに等しいから

ũt = e′
tũ

= e′
tM t

(
y − Xβ̃

)
= 0

が得られる。
次に y = Xβ +uの βのOLS推定量を β̂、OLS残差を ûであらわすと、ũと ûの差は、(2.59)

式および (2.60)式より

ũ − û =
(
y − Xβ̃

)
−

(
y − Xβ̂

)

= X
(
β̂ − β̃

)
= α̂PXet

これより

ũt − ût = e′
t(ũ− û)

= α̂e′
tPXet

= α̂ht =
ht

1− ht
ût

が得られる。
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